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１ 実証運行の状況 3

（１）利用者数
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４３人であり、周知活動を継続的に実施したことで、より多くの方の利用に結びついている。
１年目における月間又は１日の平均利用者数は４７６人、３７人に対して、２年目は、５５０人、
４３人であり、周知活動を継続的に実施したことで、より多くの方の利用に結びついている。



１ 実証運行の状況

利用件数の約６割を占めており、１年目の収支率が９．０％、２年目は上記の内容に加えて、人件費の上昇や燃料費等
のコストの高騰、車両の運行経費が大幅に増加し、支出額が１年目と比較して、約
収入として、広告事業に取り組んだことで、約７倍の協賛を得られ、

１年目、２年目共に、福祉的支援により割引証を提示した場合の運賃を１００円と設定している７０代以上の高齢者が
利用件数の約６割を占めており、１年目の収支率が９．０％、２年目は上記の内容に加えて、人件費の上昇や燃料費等
のコストの高騰、車両の運行経費が大幅に増加し、支出額が１年目と比較して、約1.3倍ほど上昇しているが、運賃外
収入として、広告事業に取り組んだことで、約７倍の協賛を得られ、1１.０％と、若干、上昇した。
なお、割引証を適用しない場合の収支率は、１年目が17.1％、２年目が１８.９％である。

4

R6.5～R７.４（２年目）R5.5～R6.4（１年目）

１３,７０８,00010,510,000①支出 ※１

８９０,000865,000②運賃収入

６１５,000
（２４件／運営協賛・広告）

85,000
（11件／運営協賛のみ）

③運賃外収入（協賛）

1１.０％
(１８.９％ ※３)

9.0％
(17.1％ ※３)

収支率（②＋③／①）

１２,２０３,0009,560,000公費負担額（①－②－③） ※２

※１ 人件費、システム利用料、コールセンター経費（宇奈根・喜多見地区のデマンド型交通のコールセンター業務を共有する

ことで経費削減を図っている）、燃料費、消耗品

※２ 現状のサービス水準での運行に必要な実質補填額

※３ 実証運行では、福祉的支援により、割引証を提示した７０歳以上の運賃を１００円と設定しているが、割引を適用しない

場合の収支率

（２）収支状況



２ 最終年（３年目）の実証運行における取組み
（１）運行曜日の拡充

拡充

（１）運行曜日の拡充

運行事業者と連携しながら、令和７年１０月に、週３日（月・水・金）から週５日（月～金）に運行日数を
拡充する。
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（２）地域と連携した取組み

で周知する。また、運行区域内の

での発想を活かした「乗合ワゴンおすすめまんが」や「街の人の声」
併せて、砧モデル地区内や周辺の各家庭に、コミュニティ交通ニュースとして配付した。

（２）地域と連携した取組み

地元協議会をはじめとした、地域、商店街、まちづくりセンター等と協働して、地域イベントや啓発グッズ等

で周知する。また、運行区域内のサレジアン国際学園世田谷中学高等学校の生徒により、若者視点
での発想を活かした「乗合ワゴンおすすめまんが」や「街の人の声」などを、ウェブ予約の手順と
併せて、砧モデル地区内や周辺の各家庭に、コミュニティ交通ニュースとして配付した。



２ 最終年（３年目）の実証運行における取組み 6

（３）利用状況調査の実施

満足度、歩く機会や、社会的交流の機会など、利用
するようになって変化したこと
などを把握するために、アンケート調査を実施している。

実施期間
調査方法

（３）利用状況調査の実施

予約制乗合ワゴンの利用目的や、利便性・日常生活の
満足度、歩く機会や、社会的交流の機会など、利用
するようになって変化したこと、利用していない理由
などを把握するために、アンケート調査を実施している。

実施期間 令和７年６月～７月
調査方法 ①ワゴン車両内での配布

②WEB登録者あてにメール送付（約1,300名）
③割引証発行者あてに郵送（約650名）


